
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… …………………………………

現
在
秋
田
市
向
浜
に
循
環

流
動
床
ボ
イ
ラ
ー
を
採
用
し

た
最
大
出
力
２
万
㌔
㍗
の
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
を
建

設
中
。
事
業
を
行
う
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
エ

ナ
ジ
ー
に
は
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

計
画
の
ほ
か
、
く
に
う
み
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
レ

ノ
バ
、
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
推
進
機
構
が
出
資
し
て

お
り
、
資
本
金
は
２０
億
円
と

な
っ
て
い
る
。
融
資
は
地
元

金
融
機
関
を
中
心
に
７５
億

円
、
秋
田
県
の
ふ
る
さ
と
融

資
（
無
利
子
融
資
）
３１
億
円

が
実
施
さ
れ
る
。
総
事
業
費

は
１
２
５
億
円
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事

業
は
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
調

達
量
を
安
定
的
に
確
保
す
る

こ
と
が
事
業
の
カ
ギ
と
な
る

が
、
同
事
業
で
は
地
元
の
林

業
者
等
と
連
携
す
る
こ
と
で

地
域
の
間
伐
材
を
安
定
的
に

調
達
す
る
体
制
を
構
築
し
、

さ
ら
に
補
助
燃
料
と
し
て
Ｐ

Ｋ
Ｓ
な
ど
を
調
達
す
る
こ
と

を
計
画
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
需
要
の
乏
し
か
っ
た
県
内

未
利
用
材
を
同
事
業
で
有
効

活
用
す
る
こ
と
で
、
地
元
林

業
へ
の
波
及
な
ど
地
域
振
興

も
期
待
さ
れ
る
。

平
野
社
長
は
、「
チ
ッ
プ

の
確
保
と
い
う
面
で
は
、
当

面
は
秋
田
県
内
に
７
カ
所
程

度
の
チ
ッ
プ
工
場
を
設
け

て
、
そ
こ
か
ら
受
け
入
れ
て

い
く
。
す
で
に
発
電
所
へ
の

チ
ッ
プ
の
搬
入
も
始
ま
っ
て

お
り
、
各
チ
ッ
プ
工
場
で
は

原
木
を
確
保
し
て
い
る
。
こ

の
地
域
に
は
セ
イ
ホ
ク
グ
ル

ー
プ
様
や
日
本
製
紙
様
の
工

場
が
あ
り
、
新
た
に
で
き
る

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
と
合
わ

せ
て
県
内
産
の
木
材
の
大
半

が
ほ
ぼ
こ
こ
で
利
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
話

す
。チ

ッ
プ
工
場
が
数
カ
所
に

設
置
さ
れ
る
こ
と
で
物
流
も

発
生
す
る
。「
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
で
２４
〜
２５
人
程
度
の

新
た
な
雇
用
が
生
ま
れ
る

が
、
そ
れ
に
加
え
て
素
材
の

確
保
、
チ
ッ
プ
工
場
の
作

業
、
物
流
な
ど
合
わ
せ
て
１

２
０
〜
１
５
０
程
度

の
新
規
の
雇
用
が
生

ま
れ
る
。
こ
れ
は
地

域
振
興
に
つ
な
が
る

事
業
で
あ
り
、
そ
の

期
待
の
表
れ
と
し
て

県
か
ら
無
利
子
の
ふ

る
さ
と
融
資
を
受
け

る
こ
と
も
で
き
た
」

と
す
る
。

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
計

画
は
前
代
の
創
業
者

が
建
設
資
材
の
運
送

業
と
し
て
１
９
６
５
年
に
平

野
産
業
を
設
立
し
た
の
に
始

ま
る
。
そ
の
後
８２
年
に
は
法

人
化
に
よ
り
平
野
建
設
を
設

立
。
舗
装
工
事
や
土
木
工
事

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
公
共
工
事
が
減
少
し
て

き
た
こ
と
か
ら
８６
年
に
環
境

部
門
を
設
置
し
て
廃
棄
物
処

理
業
に
参
入
。
同
年
に
安
定

型
処
分
場
、
８８
年
に
中
間
処

理
（
焼
却
炉
）
の
許
可
を
取

得
し
た
。
９３
年
５
月
に
現
在

の
「
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
計
画
」

に
社
名
変
更
し
た
。
２
０
１

１
年
２
月
に
稼
働
し
た
焼
却

溶
融
施
設
で
は
低
濃
度
Ｐ
Ｃ

Ｂ
の
無
害
化
処
理
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
施
設

で
は
発
電
を
行
っ
て
お
り
、

電
力
関
係
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
あ

る
程
度
蓄
積
さ
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、「
１２
年
７
月
に
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価

格
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
が

ス
タ
ー
ト
し
た
の
を
受
け
、

こ
れ
ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
し
て
本
格
的
に
発
電
事
業

に
参
入
す
る
検
討
を
開
始
し

た
」
と
い
う
。
事
業
実
施
に

当
た
っ
て
は
ド
イ
ツ
な
ど
諸

外
国
の
事
例
等
に
つ
い
て
も

視
察
や
調
査
を
行
っ
た
。

建
設
業
か
ら
廃
棄
物
処
理

業
、
廃
棄
物
処
理
で
は
管
理

型
処
分
場
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

対
策
の
焼
却
炉
、
大
型
焼
却

溶
融
施
設
と
業
容
を
拡
大
。

「
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
展
開

し
て
行
こ
う
と
い
う
想
い
か

ら
、『
結
ぶ
』、『
団
結
』
と

い
う
意
味
を
持
つ
『
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
』
を
社
名
に
付
け

た
」
と
い
う
こ
と
だ
。
す
で

に
将
来
に
向
け
て
新
た
な
事

業
展
開
も
模
索
し
て
い
る
と

い
う
。
社
員
教
育
で
重
視
し

て
い
る
の
は
「
常
に
意
欲
を

持
つ
事
」、
最
終
目
標
は

「
自
分
の
人
格
を
形
成
す
る

こ
と
」
だ
。
好
き
な
言
葉
は

「
桃
李
も
の
言
わ
ざ
れ
ど
も

下
自
ら
蹊
を
成
す
」。「
徳
の

あ
る
人
に
は
自
然
に
人
が
集

ま
る
。
魅
力
が
あ
れ
ば
困
っ

た
時
に
は
周
り
の
人
が
助
け

て
く
れ
る
。
社
員
皆
に
そ
う

し
た
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
願
う
。
将
来
的
に
は
秋
田

の
処
理
業
者
で
初
の
株
式
上

場
も
目
指
し
て
い
き
た
い
考

え
だ
。

（
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
コ
ベ
ル

コ
建
機
の
提
供
で
、
月
１
回

の
連
載
で
お
送
り
し
ま
す
）

秋
田
県
で
産
業
廃
棄
物
の
処
理
や
土
木
工
事
な
ど
を

手
掛
け
る
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
計
画
は
現
在
、
新
会
社
「
ユ

ナ
イ
テ
ッ
ド
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
エ
ナ
ジ
ー
」
を
通
じ

て
、
東
北
地
方
最
大
級
と
な
る
最
大
出
力
２
万
㌔
㍗
の

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
開
始
準
備
を
進
め
て
い
る
。

３
月
中
に
は
施
設
が
完
成
し
、
７
月
か
ら
本
格
運
転
を

開
始
す
る
計
画
だ
。
燃
料
に
は
地
元
の
未
利
用
木
材
を

約
７
割
、
残
り
約
３
割
を
Ｐ
Ｋ
Ｓ
（Palm

Kernel
Shell

）
で
賄
う
計
画
。
地
元
の
林
業
者
と
連
携
す
る

こ
と
で
地
域
の
間
伐
材
を
安
定
的
に
確
保
す
る
体
制
を

構
築
す
る
と
と
も
に
、
地
元
林
業
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
く
考
え
だ
。「
知
恵
を
し
ぼ
り
最
善
を
尽
く
せ
。

そ
れ
は
常
に
可
能
で
あ
る
」
を
経
営
理
念
に
掲
げ
る
平

野
久
貴
社
長
は
、
常
に
新
た
な
試
み
に
挑
戦
す
る
こ
と

を
身
上
と
し
て
い
る
。

（
黒
岩
修
）

▲ ▲ ３５

常常
にに
新新
たた
なな
試試
みみ
にに
挑挑
戦戦

２２
万万
㌔㌔
㍗㍗
のの
ババ
イイ
オオ
ママ
スス
発発
電電
実実
施施

地
域
の
林
業
活
性
化
に
も
貢
献

新会社「ユナイテッドリニューアブルエナジー」
でバイオマス発電施設を建設中（１月末撮影）

平野久貴社長

燃料には地元
の未利用木材
を７割使用す
る計画だ

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
計
画（
秋
田
県
）


